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”Ⅱ生涯教育施設の開発

成人実務教育に関連するビジネスは，以上ゑてきたように，社内教育に関
係するセミナー代行業，教材供給業などの分野がなるが，個人が強くかかわ
るのは，社外教育の分野である。近年では，企業は，自社の従業員に対し
て，積極的に社外教育を受講することを奨励する傾向が強くなってきた。従
来のように，社内教育にぱかり力を入れるということではなくなってきてい
る。社外教育のメリットを評価する姿勢が強くなってきたわけである。
社外教育の主たる領域は，通信教育と専修学校である。専修学校は，昭和

51年に発足し，修業年限１年以上，年間授業時間800時間以上となってい
る。現在，全国に2,520校，９３％が私立であるｏ入学動機は，技術取得（７９
％)，資格取得（65％)，就職・転職のため（50％）と職業に強く結び付いてい
（４）
る。

しかし，専修学校は，正規の学校教育に組承込まれたので，本稿では扱わ
ないことにする。近年，カルチャーセンターで実務教育が台頭してきている
が，これまでの市場でいうと，何といっても通信教育の分野が大きなマーケ
ットである。
通信教育機関は，大別すると，「民間通信教育」（民通）と文部省が認定し
ている｢文部省認定社会通信教育」（文通）の二つがある。前者は，民間企業
図２受講生が講座を知った方法が行っているものであり,後者は，

公益法人，学校が実施している。
民通は，ペン習字だけでも20講

座以上あると業界ではいわれてお
り，手芸，料理，服飾など実施団
体は,183,講座数206（51年139団

（５）
体，174講座）と把握されている。
一方，文通の方は，現在，４１団

体，176講座，年間利用者30万人
といわれている。民通が，出版
社，民間企業などが主力で，小さ

）

勤

資料出所：社会通信教育協会「社会通信教育調査」
（54年11月）



三民間生涯教育事業の動向と展望”
いところが多く，２ケタの講座数を持つところは10余りということである。
業界の中で最も大手は，東京・高田馬場にある日本通信教育連盟（資本金１
億106万円）である。同社が運営している通信教育講座は，現在55,内容は，
人形，料理などの趣味分野から，公務員試験講座など実務分野に至るまで幅
広い。
本年の売り上げ目標は160億円，上半期の受講者数は32万人ということで

ある。通信教育全体の市場は，1,000億円と承られているが，ニーズの高ま
りで，3,000億円が目標とされている。これからますます科目が多様化し，
受講対象も拡大していくように思う。質の充実が課題であろう。

(二）青少年実務教育

この分野の圧倒的な市場規模は，学習塾によって占められる。学習塾を生
涯教育事業の一分野に組承込むことには，たぶんの問題がある。むしろ，明
確に筆者は，排除すべきであると考える。学校教育との関係で述べると，学
校教育の何らかの補完，学校教育ではできない青少年の教育，人間形成に関
して，独自な方法で教育がなされているのであれば，生涯教育の一部門と考
えることはできる。
しかし，現実には，補完として新しい分野についての領域を開拓すること

は少なく，大多数は，学校での教授を助け，成績をアップし進学に有利な条
件を習得する場となっている。本来の意味で実務教育を行っている機関とい
うものは，きわめて少な､､。受験英語ではない英語教室，習字，ソロバン教
室などがわずかに，実務教育の場として成立している。
これらの市場は，きわめて少ないと言える。実務教育は，職業準備教育で

もあるわけだが，職業準備のための機関としても，市場性は，ほとんどな
い。生涯教育事業ということではなく，教育事業という解釈をすれば，学習
関連（進学関連）は，大変なぞ-ケットになってくる。
前出の三和銀行の調査によれば，この分野は，昭和45年で，700億円，５３

年で3,500億円，６０年には，8,500億円になると推計されているo４５年から



，イⅡ生涯教育施設の開発

55年までの伸び率では，すべての分野で，最も高い伸び率を示したというこ
とになるo65年では，人口統計に明らかなように，これからは，小学生，中
学生の数は，あまり伸びないから，この分野も頭打ちになってくる。他の分
野の伸び率の方が大きくなっていく。
進学関連は，上に述べたように，生涯教育事業の中に組承込むことはでき
ない。しかし，教育マーケット論の立場からは，数の多さの故に，概略をつ
かんでおく必要はある。企業がそれまで教育ビジネスの中で最も力を入れて
きたのは，進学関連に他ならない。本稿では，参考として学習塾についても
言及しておくことにする。
学習塾は，全国に数'0万ケ所あるといわれている。明確な統計など，もち

ろんないｏ全国的な団体としては，学習塾全国連合協議会（昭和5,年設立，会
員数，1,200名）などがある。進学関連の塾を分類すると，総合学習塾，一般
学習塾，科目別学習塾，進学教室．予備校，英才教室，チェーン塾等々に分

（６）
けられる。
企業が進出しているのは，チェーン塾で，学習研究社（学研算数，国語教

室)，文化放送(すうがく教室，こくご教室)，リコー，三省堂などが主なところ
である。

学習塾を除くと’企業が進出している事業というものは少ない。珠算教室
は，全国に約１万ケ所あるといわれているが，規模は小さい。社団法人全国
珠算教育連盟に加入している会員は8,000人である。
英語教室は，前述のように受験英語ではなく，会話や遊びを通して英語を

学習させるという目的のものが，この分野に入ってくるが，一般的には規模
が小さいものが多い。なかには’３０ケ所のチェーンを持つところもあるが例
外的である。企業は，この分野には，ほとんど出てきていない。

書道教室は，日本書道教育連盟の調べによると，全国で２万ケ所あるとい
われている。書道は，学校の成績に関係なく，正しい筆順，漢字の習得など
に加えて，落ちついた性格づくり，礼儀作法の習得といった面も強く打ち出
されている。
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三民間生涯教育事業の動向と展望卯
クールの形態は，(1)のレジャー産業の場合と､よく似ている。顧客の不安
定さに伴うリスクをできるだけ避けることを目的としてスクールを導入
しているわけである。スイミング，アスレティック，体操，美容などの
業種では,100パーセントスクールを開設しているとゑて間違いない。

筆者は本年４～６月に全国のアスレティック・ヘルスクラプを対象にし
て，４９年以来，２回目の実態調査を行ってゑたｏここで把握したのは86施設

伽
である。

図４会員数の規模別分布
対象数５㈹人～10側人～20㈹人～30叩人～40N人～50M人5001人

以 下 以 下 以 下 以 下 以 下 以 下 以 上

Ｎ＝５２全 体
- - - ～ - - - - -～こごこご̅心塁勺、 ��

�


- -、 - - - -、

メンバー会員
中 心 型 Ｎ＝２５

一 一 一 一 ー弓昌二一三二雪頁ﾆﾆﾆーでﾆﾆﾆﾆﾆﾆﾆ-ジジン
マ マ

�9

��一
一 一 一

スクール会員
中 心 型 Ｎ＝１９

､ ､ 、 ､ 、
､ 、 、 、～ Ｉ～ ～ 、

、
～ - １ 、 、

会員･スクール
平 均 型 Ｎ＝８

資料出所：日本余暇文化振興会「我国のアスレティック・ヘルスクラプの実態調査」昭和55年９月

我が国では，この業種は，導入時期では，米国にならって会員制による社
交中心型を目指した。しかし，これは成功せず，スクールを導入することに
よって顧客の人気を得る方法が開発された。
会員数の規模別分布をぶても，スクールを導入した方が，はるかに多くの
顧客を集めることができることがわかる。

２生涯教育事業の展望

民間の企業ベースの生涯教育事業は，以上のように，多様な領域と数多く
の業種・業態になっていることが理解されよう。本稿では，四つの領域に分
けて全体像を描くことを試ゑてぷた。以下では，再び事業全体の問題点，展

1４ 1７ 1７ 1７ 1２ 1４ 1０

型 2８ 2４ ８ ８ ８

1１ 1１ 2６ 2１ 2１ 1１

1３ １３ 2５ 2５ 1３ 1３
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